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はじめに 伝習館高校が位置する柳川市は，江戸時代に人が上水道として造った柳川掘割をめぐる川下りやうなぎの蒸籠蒸しを目玉とする観光の街である。私たち
は，2014年にニホンウナギが国際自然保護連合によって絶滅危惧IB類に指定された時から，ニホンウナギの絶滅を回避するために柳川掘割と飯江川でシラスウナギ
の特別採捕と飼育，および標識放流を行っている。2022年3月現在，特別採捕数は10000尾，放流個体数は8700尾を超えている。また，同県みやま市にある飯江川に

は魚類が登攀できるような魚道がない可動堰が多くあり，生物多様性に悪影響を与えている。そのため上流域に広葉樹を植林し，森の腐植層を厚くすることで保水
力を回復させ，生物多様性を守る活動を行っている。さらに，ニホンウナギの飼育水槽にクスノキ落葉を入れると初期死亡率が激減することを発見した。

○望岡典隆先生からは、石倉かごの寄贈など研究全体にわたってご指導を頂いています。

○京都大学のフィールド科学教育研究センターの先生方、田中克先生、山下洋先生、德地
直子先生，岸野重信先生、吉田天士先生からは、ウナギ水槽の水質分析や有機物，細菌
叢など様々な解析をしていただきました。また，舞鶴水産実験所の皆様には水質分析を

行って頂きました。京都大学の先生方から貴重なアドバイスを頂きました。
○私達の活動は(一社)北部九州河川利用協会の助成を受けています。

○分光光度計AQUALYTIC社製AL800は(公財)藤原ナチュラルヒスリー振興財団の助成で購入
させていただきました。

○京都大学応用微生物学研究室の岸野重信先生に分析して頂いたメタボローム解析より抜粋

アンモニア濃度低下のプロセスを調べる実験

落葉あり水槽：アンモニア濃度が上昇した時に落葉を入れる水槽
落葉なし水槽：落葉を入れない水槽

落葉を入れて酸素を供給した場合とそうでない場合でのアンモニア濃度の変化を比較した。

結果：落葉を投入して酸素を供給した場合で

のみアンモニア濃度の低下がみられ、細菌
が増殖したことにより水槽が白濁した。

落葉あり水槽では酸素を必要とす

る硝化作用とアンモニウムイオン
の代謝が起こったと言える。

落葉あり水槽では、亜

硝酸・硝酸イオンがない
ので植物性プランクトン

が増殖しなかった。

また、細菌叢の解析を吉田天士先生に行っていただいたところ、落

葉あり水槽から硝化を行うシュードモナス属が発見された。
さらに、脱窒を行うフザリウム属の菌類が顕微鏡で観察された。

硝化・脱窒を行うとされるPseudomonas属

図の6つの物質は落葉入り水槽のみで高く，有機態窒素が含まれていること。落葉入り

水槽では、クスノキ落葉を入れたことによりC/N比が高くなったこと。この2つのことより、
私たちは落葉の投入で生じた炭素の増加とアンモニアの増加により窒素が非常に速や

かに細菌の体内に取り込まれ、アンモニアが窒素を含む有機物に代謝されたと考えた。

しかし、まだ確信できる証拠がないためこれからも解明を続けたい。
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など計8つ

これらのことから，水環境を維持するためには，アンモニアを取り込み代謝す

る細菌や硝化細菌などの細菌類を活発に働かせる必要がある。このために
広葉樹の林床の団粒構造を発達させ，好気的環境をつくることが大切だ。

飯江川には可動堰が多く、海と川を生物が行き来できない。

しかし

本当に生物たちが登ってこれないのか確かめるためにイラストマー蛍光標識

（図Ⓐ）で図Ⓑの1,2の位置に印をつけたウナギを図Ⓒの3,5の場所に50尾ず
つ放流し、舞鶴ふれあい公園まで遡上できるかを2020年10月に調べた。
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イラストマー
ウナギ再捕獲
できず…
→生物の
移動の妨げ

【目的】
豪雨災害の軽減
農業用水の確保
→生活を守る

広葉樹の林床では厚い腐植層が形成されることで団粒構造が生まれる。こ

のことによって森に保水力が備わり可動堰が果たしてきた役割を森が担う
ことができるようになる。

広葉樹の植林

可動堰のデメリット 可動堰のメリット

右の写真は令和4年3月6日

に飯江川上流の竹林を伐採
した跡にイロハモミジやヤ
マザクラを植林をしたとき

の新聞記事。これからも地
元の方と共にこのような活

動を行っていきたい。
読売新聞2022年3月8日朝刊

仮説：落葉あり水槽では好気的環境でアンモニア濃度が低下したことからアンモニ

ウムイオンと硝化作用の結果生じた硝酸イオンなどが細菌に直接取り込まれ代謝
されたので亜硝酸・硝酸イオンが検出されなかったのではないか？

○落葉あり水槽で酸素があればNH4＋の代謝と硝化作用が起こったことを検証する実験

(シラスウナギ120尾)

落葉を投入（46時間後）するとアンモニ

ア濃度が1時間以内に下がるこ。

落葉を投入（46時間後）するとアンモニア

濃度が1時間以内に下がることが分かった。

落葉なし水槽では亜硝酸・硝酸イオン水槽ではど

ちらのイオンも検出されなか

落葉なし水槽では亜硝酸・硝酸イオンが検出されたが、

落葉あり水槽ではどちらのイオンも検出されなかった。

先述した通り私たちは、飯江川でもニホンウナ

ギの放流と生態調査を行っており、2021年11月
3日には放流したウナギを再々捕獲することが
できた。3か月で5cm成長していたことから、飯

江川はエサが豊富にある良い環境である事がう
かがえる。
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